


「安全上のご注意」
※ご使用の前に 「安全上のご注意Jをよくお読みのうえ 正しくお使いください.

※ここに示した注意事項は 製品を安全に正しくお使いいただき あなたや他の人々

への危書や損害を未然に防止するためのものです また注意事項は 危詈や損

害の大きさと切道の櫂度を明示するために 娯つた取扱いをすると生じることが想

定される内容を「警告J「 注意Jの2つに区分しています いずれも安全に関する

重要な内容ですので あずやつてください
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●
羽根 ガードをつけずに モーターを運転しないてください.けがをする恐れが

あります。

③
水につけたり 水をか |サたりしないて下さい

シヨート感電の恐れが制 ます。

①
修理技術者以外の人は 饉対に分解したり修理 改造は行わないてください

発火したり 霙常動作してけがをすることがあります

e お手入れの際は必ず
=源

プラグをコンセントから,いてください。また 濡れ

た手で抜き差ししないてください 感tやけがをすることがあります.

⑬
包装用ポリ螢はお子様の手の届かない場所に保管する

誤って飯にかぶったり 巻さ付いたりして菫忠し 死亡の原因となります

●
使用中 (羽根の回転中)に ガードを持って 上下 と右に風向きを変えない

ガードを持つて メ 操作すると 羽根がガー自こあたる場合があり 羽根が破損
し ケガをする原因になります

●
tllによる11根破損に注意して下さい.

本体の転倒や落下により羽根が敏損するおそれがあります

使用中やお手入れの厳は+分にご注意ください.
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△ 注 二息

⑬

交流100V以外では使用しないてください.

火災 感電の原因となります

ホ製品は 一般家庭用です 次のような所では使わないて下さい 感電
火災 棘損 故障の原因になります
●■室やビニールハウスなど漫度の高い所 雨や水しふきがかかる所
●工場内などの油のつきやすい所
●有機清剤を使用している所
●砂はこり 綺ほこり 金属粉の多い所
●室外‖ O℃以上の高温になる所
●ガスレンジなど炎の近くや 引火性のガスのある所

髪をガードこ近づけすぎない。
憂ボ巻き込まれてけがをする恐れがあります

風を長時間からだにあてないてください
健康を害することがあります。

電源コードを傷付けたり 破侵したり 加工したり 無理に曲げたり 引張つたり
ねじつたり たはねたりしないてください また コいものを載せたり 換み込ん
だり 加工したりすると 電瀬コードが融撮し 火災 感電の原因となります。

t源コードや電源プラグがいたんだリ コンセントの連し込みがゆるいときは
使用しないてください 感電 ショート発人の原因になります 電凛コードを東
ねてあるわ東バンドま必ずは,してお使いください

⑩ ガードの中や可勁都べ指などを入れないてください けがをする恐れがあります。

0 電源プラグを抜くときは ■源コードを持たずに必ず先端の■源プラグを持っ
て引きはいてください。感電やショートして発火することがあります

e 使用時以外は 電凛プラグをコンセントから振いてください けがややけど 籠
緻劣化による感● 瀑● 火災の原因になります。

0
本体に臭

"(大
きな騒書や大きな振動など)が発生した場合は ただちにご

使用を中止し コンセントから電凛プラグを抜いてください

電源プラグのほこりなどは 定期的に取る
電憑プラグを抜き 転いた布てふいてください
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「各部の名称と使いかた」
●電漂プラグを交流|∞Vのコンセントに根元までll実 ●差し込んでください

"根

スライ ド
スイッチ

モー ,―歯
(モーターケース )

●

"0ま
″

―― It菫●― ド

スライドスイツチ

スライドスイッチは事例の
モーター部にあります
スイッチの【:】 ま:弱】の凰

量:1】 は【強】の最■です

お好みの風■でご使用くだ

さしヽ

{O】 の位置は運転が停止しま

す

t鰊 プラグ

●イ,ス ●
=栞

●0●ユ
=●

少■●●●含′ヽ
'ま

す

クリップ

根や櫓などの固いものに鋏み お好きなrrに取 り付けられます
0,ッ プを使用される鍋合は 厚さ●●0～姉 をめ要とします
クリ,プは根元までし0か りを検んてください

● :ご撻逮】
キャス,_付 きのま■などその目的●率■ 司■  2。 -3。 ..

が含まれるtの^0取 ,付 ,は おやめください
クリップがはずI●落下などの0なのた度があります

● 【ご注意】次のよ うな慰 り付け方は

,い tO        ないt0
おや め くだ さい

ス丼など,睾 ,■ , ■
ヽ●0,●

本体を薇●て,,"● ●

ヽい00

准
壁 に固定す る場合

壁 ●口定する場合は文芙て垂査なな■ または性な
どにネジを打ち●け クリツプ部の穴に

=o当
,て瑠

り付けてください
お■ボー ドなどの豪らかい壁材溶の場合は 機など
の祐強着が入っている場所以外 ●ば瑾 り付けること
は出来ません
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●風向きの変え方

ださい 風向きが固定

てクリップ部を動かし一一一い請）‐、
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で
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⑬
羽根 ガードをつけずに モーターを運転しないてください けがをする恐れ
があります
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「お手入れと保管」

0お手入れをしていただく前には必ず風量切,スイッチを「OJこ合わせて停止させてその後
■源プラグを持つてコンセントから抜いてください

●汚れは水かぬるま場でうすめた中性読剤に浸した柔らかい布をかたくしまってふきさらこ乾
いた柔らかい布で 洗割が残らないようこふき取ってください

0くお手入れ〉の方法に従つてお手入れをして下さい
0本体や羽根についた油はよい き取つて下さい 樹脂が壼色したり崚損する原因に

なります
。包装ケース(製品の入つていた箱等】こ納め 湿気の少なtヽところに保管して下さい
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くお手入れ〉

0お手入れには中性浣剤を使用してく
さい シンナー アリレコー,レ ベンジン
どは使用しないでください 破損 査
の原因となります。

●化学雑巾を使うときは その注意
=きに従ってください

い
●危賤防止のため 羽根に貼り付

けてある「羽根マークJは 剰がさ
ないてください.

0スプレーをかけないてください
く帰除月 段虫用 菫を用など〉
破損 羹質の

「

因となります

一願
坐
だ
な
質

〈保管〉



長年ご使用の扇風機はよく点検をお願いします。

★こんな症状はありませんか? ★異常があれば

0スイッチを入れても羽根が回らない。
●羽根が回つても回転がおそかつたり

不規則。
●モーター争が異常に熱い
0異常な音がする
●コゲくさいにおい力でする。

ご使用中止 !:
すぐに電源プラグを振いて

事故防止 モーターの焼損

防上のために必ず販売店

にご相蔀 ださい

アフターサービスについて

修理 お手入れ コ吏用方法などについては まずお買い上 チの販売店へご相談下さい

O

②

O
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◎

この製品は保肛
=が

ついております お買い上 チの瞭に販売店より必ず保肛

相の「お買上 デ年月日Jと嘔 充店印Jの配入をお受けください

保肛期間はお買上げ日より1年です。保ll,の記載内容によりお■い上げの販

亮店が修理を承ります そのlL鮮細は保肛,をご覧ください

保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売店に_~m談くださぃ。

修理をすれば使用できる場合は ご希望により有料で

"理
をさせていただきます。

扇風機の補修用性籠部品の最低保有期間は製造打切餞8年です.この期間は
経済産彙省の指導によるものです.性能部品とはその製品の機能を確持する
ために必要な部品です

アフターサービスについてご不明の場合は お買上げの販売店 または当社修理

サービスセンターにお問い合わせください

※(修理部品について)

俸理部品は部品共有化のため 一部tt篠や外観色を変更する0があります。

仕 様
電圧

(V)

周 波数

(H2)

消費電 力

(ヽV)

風 連

(n●/mn)
風■

(m'/mゆ
質量

(kg)

100
50

●
‘ 95 9

約09
60 10 ,6 10

上

“

のデーターは強風時点の数値です。

※商品の仕機は 品彙向上 製品改良のため 予告なく変更することがあります
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長期使用製品安全表示制度に基づ く本体表示 について

(本体への表示内容 )

※軽年劣化により危書の発生が高まるおそれがあることを注意嗅起するために電気
月品安全法で義精付けられた以下の表示を対奉に行っています

【製造年】(本体に西層4桁で表示してあります)

〈設計上の標準使用期間とは)

※運転時間やi漫魔など 標準的な使用集絆にむザく経年劣化に対して 製造した

年から安全上支障なく使Bすることができる捩竿的な期間です

※菫計上の懐摯使用翔日は 無債保II畑同とは異なります また 偶発的な故障を

保肛するものでもありません

■標準的な使用条件 日本工業規格 (」:S C9921 1)及び
(社)日本電機工業会自主基準HD l13-aこよる

※ 【餃II上の採牢使用期間】 4年
設II上の標■使用期間を超えてお使いいただいた場合は 軽年劣化
による発火 けが等の事故に至るおそれがあります

0「経年劣化とは」
長期間にわたる使用や放置に伴い生する劣イヒをいいます。

環境条件

電 E 単相交流100V

周波数 50Hz及び60Hz

温度 00℃

混庄 65ヽ

設置条件 標準設置 (製品の取捩説明■による)

負荷条件 定格負荷GD(製 品の取餃説明■による)

想定時間等

1日あたりの使用時間 8(h/日 )

1曰使用回数 5(回′日)

1年間の使用曰教 110(曰ノ年)

スイッチ操作回数 550(回′年)

首振運転の割合 1∞ (り
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